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The Object of Rotary
ロータリーの目的

THE 4-WAY TEST
四つのテスト

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある

言行はこれに照らしてから

知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識

し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものに

すること。

ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。

１．真実かどうか？

２．みんなに公平か？

３．好意と友情を深めるか？

４．みんなのためになるかどうか？

第1

第 2

第 3

第 4
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一年を顧みて
　－ガバナー公式訪問と地区大会－
2015－16 年度　
国際ロータリー第 2550 地区ガバナー

【足 利 東】

Kenichi Nakaya

中　谷　研　一
な か や け ん い ち

　時の流れは実に早いもので、今年度もあと２か月に

迫ってきました。今回と次回にわたり、この一年を振

り返ってお話をしたいと思います。今回は、ガバナー

公式訪問と地区大会についてお話をしようと思いま

す。

１．ガバナー公式訪問
（Governor’s Official Visit：GOV）について

　今年度GOVは、前年度の故長嶋直前ガバナーの

実施状況を鑑み、公式訪問の内容を前年度に準拠し

実施する事にしました。特に今年度は、地区ガバナー

としていくつか確認したい事項がありました。これ

らの項目を確認する為、地区内51クラブを全て１

クラブずつ単独で訪問する事にしました。我々の地

区内には、クラブ会員数が100名を超えるクラブも

あれば、逆に５～９名と非常に少ない会員で活動を

継続しなければならないクラブが複数存在していま

す。地区ガバナーエレクト（DGE）時代、こんな話

を聞かされた事がありました。「少人数のクラブは

疲弊しきっていて活動どころではない。だから、こ

の様なクラブに活動を強いても活動させる事は困難

に等しい。」。実のところ、この話を聞いたとき、ロー

タリーの活動を強いるとはどの様な意味なのか…。

本来、ロータリー活動とは自主性のある活動であ

り、何人であっても強制すべきものではないはずで

す。もし、クラブ会員が少ないが為に活動が制限さ

れる事があるとすれば、それこそ一大事です。地区

内51クラブが健全な活動ができるよう、地区ガバ

ナー（DG）として支援策を考えなければなりません。

DGEの時から、ロータリークラブ更にはロータリア

ンを活性化する事が私に課された大きな仕事の一つ

と考えるようになりました。この為、1クラブずつ

訪問しそれぞれのクラブの持つ特性、問題点、悩み

等をお聞きし、クラブの皆さんと共に一緒になって

それらの問題点を考え、悩み、そして困難を皆さん

と共有する事としました。多くの事柄を皆さんと共

有する事で、皆さんと共に各クラブの問題点にアプ

ローチし、解決策が少しでも見出せればと考え、会

長幹事様と親しく懇談させて頂きました。GOVは、

昨年７月２日故長嶋直前ガバナーを表敬訪問すべく

大田原RCを最初の訪問先としGOVを開始しました。

そして、11月10日最後の訪問先である我が足利東

RCの訪問を果たし、地区内51クラブすべてのGOV

を無事終了する事ができました。10名のガバナー

補佐（Assistant Governor：AG）の皆様、クラブの

会長・幹事様、そしてクラブ会員の皆様のあたたか

いご支援を頂きGOVが完結できました事に対し、ご

支援を賜った多くの皆様に心より御礼を申し上げま

す。皆様と共有できた多くの時間は、私にとりまし

て生涯を通じ一番大きな財産であります。心より感

謝を申し上げます。

　さて、クラブ協議会では、まずK.R.ラビンドラン　

RI会長が最も強調していた「RIテーマ」、「戦略計画」

そして「ポリオ」の理解度を深めるためパワーポイ

ントを使い皆さんにお話を致しました。更にクラブ

協議会の最後に、今年度5月にソウルで開催される

ロータリー国際大会参加について時間をさいて各ク

ラブに参加のお願いをして参りました。この中で、

「戦略計画」について、各クラブともなかなか理解

されない状況が続いていた様に思いました。

　RIが示したこの「戦略計画」は、各クラブ及び各

地区が将来へつながる活動計画を立てるうえで不可

欠なグローバル・スタンダードとなるべき指針です。

言い換えれば各クラブ及び各地区は、おおよそ３年

間にわたる長期計画を立案し、実行する事をRIによ
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り示唆されてきた事になります。公式訪問でお願い

しました様に、「RIの戦略計画」についてもう一度

各クラブで話合い、正しい理解を深めて下さい。是

非各クラブで戦略計画委員会（長期計画委員会）を

設置して下さい。そして、この委員会の存在意義

を、そしてその運営について再度クラブで話し合っ

て下さい。更に委員会構成についても、是非会長、

直前会長、会長エレクトそしてクラブ内での経験

の深い会員の皆さんを含めたクラブのリーダーと

なられる皆さんを中心に委員会を設置し、各クラ

ブの将来に向けて真摯な検討を至急開始して下さ

い。

　また「ポリオ」につきましてもGOVでお話をし

ました通り、ナイジェリアは既にWHOによりポリ

オ常在国から除外されています。更に、アフガニ

スタンやパキスタンでも前年度の発症数と比較し

二桁の発症数に減少しています。それこそ、ロー

タリアンの先達により、「ポリオ撲滅」撲滅を目指

してフィリピンの地にその第一歩が刻まれて以来

その目標とされてきた「Endo Polio Now」が今大

きな成果を結ぼうとしています。本当に「もう少し」

のところまで来ました。生涯を通して子供たちの

日常生活から彼らの自由を奪ってきた「ポリオ」。

皆さんと力を合わせて、世界中の子供たちを、ポ

リオから救おうではありませんか。皆さんの、ご

理解とご支援を再度お願い致します。

　最後に、ソウル国際大会の再度のお願いを致し

ます。

　今年度ソウル国際大会参加に対する私の意を酌

んで頂き、各グループのガバナー補佐の皆さんの

ご尽力を得て、現在登録数が4月25日現在で283

名と大きく目標を超えてきました。更に、「栃木ナ

イト」参加者も予定した参加者数250名を超えて

参りました。思い起こせば、地区ガバナー・ノミニー

（DGN）の時、シドニー国際大会で行った「栃木ナ

イト」はわずか数名でした。あの時、当時DGでし

た飯村PDG、故長嶋DGE（当時）と、いつか必ず

多くの地区内ロータリアンと「栃木ナイト」を盛

大に開催できる様努力しましょうと誓った日を昨

日の事の様になつかしく思い出します。今からで

も遅くはありません、ソウルで地区内ロータリア

ンの皆さんとお会い致しましょう。ソウルでお待

ちしております。

２．地区大会（District Conference：Discon）
　昨年、11月13日地区大会記念ゴルフ大会、同月

14日午後より会長幹事会、指導者育成セミナーを

開催しました。夜には、北清治RI会長代理ご夫妻

を歓迎し、RI会長代理歓迎晩餐会を開催しました。

同晩餐会には、地区大会で基調講演をお願いしま

した2002 ～ 03年度RI会長をお勤めになった、国

際ロータリー第3350地区（RID-3350）PDG ビチャ

イ・ラタクル様、同じく同地区より私の同期のDG

であるチャイワイ様ご夫妻、同地区ロータリー

財団（TRF）地区委員長他1名の皆様がタイ国よ

り、更にフィリピンよりRID-3770、3790、3830、

3850、3860の同期DGが、又私がフィリピンで設

立した未来に希望財団の理事・家族が歓迎晩餐会

より同席され、皆さん非常に和やかに歓談されて

いた事が印象的でした。この歓迎晩餐会では、参

加された多くのロータリアンが黒のタキシード、

黒の蝶ネクタイに身を包み参加されました。今回

の地区大会では、皆様のご協力を得て、当地区の

国際化に向けた新たな試みとして地区大会では初

めてタキシード着用が実施されました。これは、

私のこんな思いからタキシード着用が実施されま

した。私が昨年国際協議会に出席する直前、ガバ

ナー会議長よりタキシード着用との連絡が入りま

した。しかし「時すでに遅し」で、準備が間に合

いませんでした。準正装のガバナージャケットを

持ち出国しました。国際協議会開催中最初の晩餐

会で出席して驚きました。参加した世界中の同期

DGEの99％がタキシードで正装して参加していま

した。日本の同期DGEでさえも、34地区中30地区

のDGEがタキシードで正装していました。この光

景を見て、これがまさに国際社会そのものである

と認識を致しました。これから世界に向け活動を

行うであろう当地区の次世代の皆さんに、世界の

現状を知って頂きたい。そして、世界に向けて飛

び立って頂きたい。こんな思いから、タキシード
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着用をお願いしました。「たかがタキシードされど

タキシード」ですが、ちょうど忠臣蔵の松の廊下

で吉良上野介に対する浅野内匠頭の刃傷沙汰を思

い出して頂ければご理解頂けると思います。この

刃傷沙汰の発端も衣装装束が原因でした。「烏帽子・

大紋」着用しなければならなかったものの、「長裃」

を着用し登城して大恥をかかされた事が原因でし

た。単にタキシードばかりではなく、国際社会に

おける慣例や習慣を理解し、互いの信頼関係を構

築し相互協力の下活動を実施していかなければな

りません。

　また歓迎晩餐会出席を頂いたロータリアン数は、

300名を超え多くの皆さんと心に残るひと時を過

ごす事ができました。皆様のご協力に心より感謝

を申し上げます。15日には午前中より地区大会本

会議が開催されました。各種表彰、記念品贈呈等

式典が挙行された後、午後より本会議一番感動的

であったビチャイ・ラタクル元RI会長の基調講演

がおこなわれました。ビチャイ・ラタクル元RI会

長は、60分を超えるご講演の中、ロータリー活動

で必要な事は「上意下達ではなく、ボトムアップ

である」とされました。またビチャイさんは「こ

の大きな変革の時代にあって、私たちロータリア

ンは自らが研鑽を積み、成長し、行動していかな

ければなりません。勇気をもって変えていかなけ

ればならない事、信念をもって変えてはいけない

事があります。是非皆さんと共に、研鑽をつみ、

ロータリーの新たな時代を切り開いて参りましょ

う」と私たちに熱く、熱く語りかけていらっしゃ

いました。90歳を超え、卓話台をしっかり握りし

め、立ったまま60分を超える情熱的なお話をされ

たビチャイ・ラタクルRI前会長。その熱い心に触れ、

素晴らしい経験をさせて頂きました。あの日ビチャ

イさんの声を聴き、そのロータリーに対する熱き

心にふれ、心が感動で満たされた思いでいっぱい

でした。

　最後に皆さんにお願いがあります。是非もう一

度、ビチャイさんの言葉を思い出してみて下さい。

そして、ビチャイさんのメッセージを心に重く刻

み、ロータリーの明日への道標とし、皆さんと共

に一歩ずつ歩みを進めて行こうではありませんか。

　皆さんに感謝を込めて。　

ー台南地震被害義援金送金報告ーー台南地震被害義援金送金報告ー

先日皆様へ呼びかけました台南の義援金ですが、地区内クラブの皆様より

125万円が集まりました。　

日台親善会議総裁の板橋敏雄パストガバナーにご協力いただきまして、

社団法人台日国際扶輪親善会へ送金し、

台南市政府社会局にお渡しすることになりました。

皆様の温かいご協力に感謝しご報告とさせていただきます。

有難うございました。
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故 長嶋直前ガバナーを偲んで故 長嶋直前ガバナーを偲んで

長  嶋  一  郎

■所　　属　大田原ロータリークラブ

■生年月日　1952 年 6月 1日

■ロータリー歴

なが しま いち ろう

平成 28年 3月 27日逝去
享年 63歳

様様 2014－2015 年度ガバナー長嶋一郎様（大田原 RC）が、
平成 28年 3月 27日午後 4時 31分ご逝去されました。
（享年 63歳）

2001 年 4月 大田原ロータリークラブ　入会

2008－2009 年 大田原ロータリークラブ　幹事

2011－2012 年 大田原ロータリークラブ　会長

2014－2015 年 地区ガバナー

2015 年 諮問委員

　本日ここに、国際ロータリー第2550地区直前ガバ

ナー、故長嶋一郎先生のご葬儀にあたり謹んでご霊前

にお別れの言葉を申し上げます。

　今、私は直前ガバナー、故長嶋一郎先生の訃報に接

し、深い悲しみと失意の中を彷徨っています。先生は

2014−15年度国際ロータリー第2550地区ガバナー

にご就任され、多くの地区内会員がロータリー全般に

わたり先生よりご指導を頂きました。先生は、特に青

少年奉仕活動に対し熱いお気持ちでご指導をされて

いた事を記憶しております。また、先生は一昨年の地

区大会で「はっぴ姿」で踊ったり、声楽で鍛えた歌を

披露されたり、更にライラセミナーの終了時には、参

加された若人たちと声高らかに「翼をください」を熱

唱されたりと、地区内ガバナーとして奇才を放ってい

らっしゃいました。常に冷静で、純朴にお話をされる

先生のお姿に感動を覚えることも多くございました。

更に先生は、ロータリーに対する情熱と温かいお人柄

で、大田原RCにおける信望はもとより地区内全会員

の信頼を一身に集めておられました。

　先生には、一年先輩のガバナーとして、多くの事を

ご教授頂きました。わずか三年の短いお付き合いでし

たが、その間実に中身の濃い時間を過ごす事が出来ま

した。特に、ガバナー公式訪問の関する事項等、多く

の項目を参考とさせて頂きました。

　今年度ガバナー公式訪問は大田原RCが最初の訪問

クラブで、7月2日に訪問を予定して良いか許可を求

めたところ、大田原RCは準備万端整えてお待ちして

おりますとお答えを頂き、ガバナー年度の開始にあた

り大きな勇気を頂いた事に心より感謝を致しました。

　先生は、ガバナーとして地区内クラブを訪問され、

地区運営を含め多くの矛盾点や改善点を指摘されてい

らっしゃいました。現在の地区の運営ではあまりに不

公平であり、この状態が続けばロータリー活動が活性

化されない。これから皆さんと力を合わせて改善して

いかなければと、最後まで地区の将来を案じていらっ

しゃいました。特に、青少年奉仕活動や友好地区の問

題では、先生と長時間にわたり激論を交わしたことが

ございました。

純粋な先生は、人の意見を素直に信じ、そして行動さ

れる方でした。この為、時に先生に対して強く反対意

見を述べなければいけない時もございました。長い時

間、将来の地区の在り方について話し合った日が、ま

さに走馬灯の様に鮮やかによみがえってくる思いがい

たします。

　先生は長きにわたりロータリー活動の推進に寄与さ

れ、当地区ロータリーの発展にご尽力されたご功績は

誠に多大であります。多方面にわたる先生のご活躍、

ご貢献に対して、あらためて敬意を表し、心より感謝

国際ロータリー第2550地区

ガバナー  中　谷　研　一
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故 長嶋直前ガバナーを偲んで故 長嶋直前ガバナーを偲んで

申し上げます。

　先生とは、これからも長きにわたり心ある友の一人

として、手をたずさえロータリーを通し、共に活動し

ていける方と信じ、ガバナー職から解放された後、そ

の日が来る事を楽しみにしておりました。本日思いも

かけず、心ある友であった先生とお別れをしなければ

ならなくなった事は、誠に痛惜の念に堪えません。

　故　長嶋一郎様を偲び、つつしんで哀悼の辞を捧げ

ます。

　突然の訃報に接し、私たちは、ただ、ぼう然とする

ばかりです。長嶋パストガバナーのような重鎮を失う

ことは、大田原ロータリークラブの成長を期すべき多

難の時に当たって、まことに痛恨の至りであります。

　長嶋パストガバナーは、大田原ロータリークラブ

のメンバーとして、平成13年に入会されました。以

来十五年間の長きにわたり、理事・委員長を歴任さ

れ、2008 ～ 09年度に幹事、2011 ～ 12年度に会長、

2014 ～ 15年度に国際ロータリー第2550地区ガバ

ナーと要職を務められ、その手腕でみごとに地区大会

を成功にまとめられました。長嶋パストガバナーは、

ご自分に厳しく、人には優しく、温厚ながらも芯の強

　私共は今後、先生のご意思を汲んでロータリーの使

命を肝に銘じ、さらなる充実と発展にいっそうの力を

尽くす決意でございます。どうぞ心安らかにお休み下

さい。

　ここに長嶋直前ガバナーのご遺徳を偲びつつ、国際

ロータリー第2550地区会員一同と共に謹んでご冥福

をお祈り申し上げます。　　　

い方でした。いつもニコニコと笑顔で声を掛けてくだ

さる、その柔らかな語り口、会員にも広く慕われてお

りました。特に私たち後輩にとっては、良き手本となっ

ていただいておりました。長嶋パストガバナーの残さ

れた業績と、ロータリー精神の教えは、大田原ロータ

リークラブに広く受け継がれていくものと思います。

長嶋パストガバナーの築いた社会奉仕のいしずえは、

次の世代にしっかりと根付いています。今、こうして

永遠の別れに臨み、思い出は尽きません。

　長嶋パストガバナー、どうぞ天国から私たちの活動

を見守って下さい。

　生前のご活躍に深い感謝と尊敬を捧げ、クラブを代

表して、謹んで哀悼の意を表します。

大田原ロータリークラブ

会　　長  福　田　保　男
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ハイライトよねやま１９４ハイライトよねやま１９４

 1942016 年 5 月 13 日発行 
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

寄付金速報 ―残り２カ月もよろしくお願いします― 
　4月までの寄付金は前年同期と比べ4.6％増、約5,700万円の増加です。普通寄付金が0.8％増、特別寄付金
が6.4％増となりました。今月は大口寄付金を多くいただいたことにより、今期累計で13億円に到達するこ
とができました。皆様からのご支援に深く感謝申し上げます。本年度も残り2カ月弱となりました。普通寄
付金をまだお送りいただいていないクラブがありましたら、お早目にご送金くださいますようよろしくお願
い申し上げます。 

ソウル国際大会では、米山ブース＆分科会へ
　いよいよ5/28㈯からソウル国際大会が始まります。かねてよりご案内の
通り、米山記念奨学会では「友愛の家」にブース出展するとともに、今大
会では初めて「分科会」を開催します。この「分科会」では、母国で素晴
らしい活躍をしている学友のスピーチや、活発な学友会の活動を報告し、
60年以上にわたって留学生を支援し、世界に平和の種をまいてきた米山記
念奨学事業の成果を世界のロータリアンにご覧いただきたいと思います。
　 言語は日本語で行いますが、英語と韓国語の同時通訳もございますの
で、ぜひ海外や韓国のご友人を誘ってご参加ください。

（日本語⇔韓国語の同時通訳は、プロ通訳者として活躍中の米山学友が行います）

熊本地震に学友からの支援が続々 
　4月14日と16日、熊本県熊本地方で震度7を観測する大地震が発生しました。被害を受けた皆さま、今な
お避難生活を余儀なくされている皆さまへ、心よりお見舞い申し上げます。 
　第2720地区（熊本・大分）米山記念奨学委員会は、同地区米山学友
会と連携し、すぐに現役奨学生と学友会メンバーの安否を確認して、全
員と連絡を取ることができました。奨学生・学友の中には自宅が損壊し、
一時的に避難生活を送った人もいますが、現在は安全な場所に移ってい
ます。このニュースに米山学友が続々と支援に立ち上がりました。 
　まだ余震がつづく20日、米山学友のジギャン・クマル・タパさん

（2008−09／横浜たまRC）らは「ネパール大地震の恩返しをしたい」と、
神奈川県から熊本市まで電車を乗り継ぎ、在日ネパール人の皆さんとと
もにカレー炊き出しをしてくださいました。 
　第2640地区（和歌山・大阪）米山学友会では21日、義援金30,000円を第2720地区「ロータリー熊本地
震総合支援室」へ送金してくださいました。 中国米山学友会（上海）からは27日、「かつてお世話になった
日本のロータリーへ復興の手助けをしたい」と、学友たちが出し合った194,894円が当会へ送金され、全額

を当会から第2720地区の上記支援室へ送金しました。 
　また24日には、第2720地区米山学友会が大分市内7クラブ合同ロー
タリーデーにてバザーと募金活動を行い、全額の156,945円を熊本へ寄
付しました。大分県のみなさんもまだ不安が続くなかでの活動です。同
学友会の全紅女会長は、「みんなの温かい気持ちが熊本に届き、これか
らの復興に少しでも役に立つことができれば……」と、祈りを込めて話
してくださいました。 
　皆さんのお気持ちに感謝いたします。 

GO!GO! 
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コーディネーターニュース５月号コーディネーターニュース５月号Coordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator NewsCoordinator News

博士号取得状況　 ― ご報告お待ちしています ― 
　2015学年度（2015年4月～ 2016年3月）に博士号を取得した奨
学生・学友は50人、累計では3,562人です（5月11日現在）米山記念
奨学会では、博士号を取得した奨学生・学友に、お祝いの腕時計をお
贈りしています（奨学期間後の取得でもOK!）名前入りの、世界にた
だ一つの時計です。博士号を取得した奨学生・学友の皆さんは、米山
事務局に報告してください。 

「学位記の写し」か「学位取得証明書」を世話クラブ経由で

米山奨学会へ FAX またはメールでお送りください。 
申請方法 

文字盤の裏に
お名前が入ります （FAX：03-3578-8281/メール：scholars@rotary-yoneyama.or.jp） 

※発送先は、原則として世話クラブです

ぜひ世話クラブの例会で贈呈を！ 

そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。
　　　　　　　→ http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight194_pdf.pdf

伊　藤　文　利
　RIは10数年前,創立100周年を迎えるにあたりロータリーを更に規模拡大させるため新たな戦略計画を

立てた。更にそれを裏付ける形でCLP, DLPを同時期に導入した事は記憶に新しい。戦略計画によるクラ

ブ強化、財団強化、広報強化の3点を推し進め、ロータリーの発展を期する一方、CLPではクラブの管理組

織を改編し5大常任員会を立ち上げ、その中に会員増強、財団、広報の3委員会を組み込んだ。

　以上の事実から3大優先事項と銘打ったこの3点は現在我々ロータリアンが最も重要視し、且つ実現すべ

き約束事であると認識しなければならない。その3部門の中で特に我が国の「広報」は歴史的にマイナー扱

いにされ、軽視されていたと思う。実際、ロータリーは一部の市民から金持ちの昼飯会とも誤解されたり、我々

が記念物建立しても後面の片隅に小さくクラブ名を刻むだけ等、いわゆる陰徳精神が奨励されていた為か、

どんなに良い奉仕をしても市民には我々の善意が十分に伝わらなかったし、地域社会にも正しく理解されて

いなかった。

　RIはそれらを踏まえ、諸々の情報を我々に「内部広報」としてゾーン、地区、クラブに流し続けて来た。一方、

末端のクラブは夫々の奉仕活動を地区、ゾーンを経てRIへ計数的に報告するよう最近になって奨励し始めた。

　このような実績と戦略計画の周知徹底の努力の結果、ロータリーに関する積極的「外部広報」やそのスキ

ルも少しずつではあるが洗練され、形が見えるようになって来たと思う。その実例として世界各地のロータ

リー奉仕活動は色んなメディアに取り上げられ、広く社会に詳しく報じられるようになった。その数や頻度

は年々増え続けているのは大変喜ばしい。特にRIが熱心に進めるSNS(フェースブック、ツイッター等〉

の様なIT活用によるPR戦術は将来益々発達すると考えられるので、我々も遅れをとらないようにしたい。

　さて、我々は110年の長きに亘り「超我の奉仕」を黙々と実行してきたが、ロータリーの地域社会にお

ける認知度は残念ながら僅か20％と誠に低く嘆かわしい。その為、RIはロータリーのブランディング化を

強く推し進めて来た。ブランドとして認知度の低いロータリーを有名ブランドに育てあげるのが我々の仕事

である。しかしブランドとして認知されるのはロータリアンの力ではなく最終的に市民の選択である事を忘

れてはならない。市民にロータリーをブランドとして認識してもらう為には普段からコツコツとクラブが、

会員個人が地道に奉仕活動を続け、まず「認知」してもらう、「信頼」してもらう、「好意」を持ってもらう、

そして今後に「期待」してもらう、この繰り返しがロータリーブランド醸成の素地だと認識すべきであろう。

　大切な事は我々ロータリアン一人一人が誰からも尊敬と信頼される社会人・職業人として存在する事が最

高の広告塔であり、ブランディングの礎石でもあると確信します。

第3ゾーン公共イメージコーディネーター補佐

公共イメージ向上作戦・ロータリーのブランドを高めるために
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コーディネーターニュース４月号

物 故 会 員 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

【足利西RC】

田 米 開 久 男
た め がい ひさ お

物故
平成 28 年 4 月 24 日
享年 66 歳

様

◆生 年 月 日　昭和24年5月26日

◆入会年月日　平成26年3月1日

◆ロータリー歴

　出席委員長

コーディネーターニュース４月号新入会員新入会員

平成28年3月2日入会

鹿沼東RC

事務長

ロータリー活動を通じて、自分自身もより
成長したいと考えております。

篠 原 　 浩
しの はら ひろし

平成28年4月1日入会

宇都宮さつきRC
株式会社あしぎん総合研究所

顧問

一日も早く、一人前の「ロータリアン」になれるよう精進しますの
で、会員の皆様のご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。

秋 山 幹 雄
あき やま みき お

平成28年4月1日入会

葛生RC
佐野信用金庫

葛生支店 支店長

4月1日より佐野信用金庫葛生支店に赴任し
ました。よろしくお願いいたします。

江 田 幸 司
え だ こう じ

平成28年4月4日入会

佐野RC
東邦建株式会社
代表取締役社長

微力ながら皆様から学ばせて頂き、少しで
もお役に立てればと思っております。

能 地 靖 夫
のう やすぢ お

平成28年4月5日入会

岩舟RC
株式会社観光農園いわふね

代表取締役

地域社会の一員としてクラブ活動を通じ仲
間と力を合わせ社会に貢献します。

市 村 　 隆
いち むら たかし

平成28年4月5日入会

岩舟RC
株式会社観光農園いわふね

農園部

皆様のご指導の下、地域社会に貢献できる
よう努力して参ります。

栃 木 　 孝
とち ぎ たかし

平成28年4月6日入会

益子RC
有限会社健勝
代表取締役

桜咲く4月に入会させていただきましてあり
がとうございます。宜しくお願い致します。

髙根澤良一
たか ね りょうざわ いち

平成28年4月14日入会

宇都宮北RC
有限会社ケーズコーポレーション

代表取締役社長

この度は、推薦もあり入会させて頂きまして、誠にあ
りがとうございます。会員の皆様に出会ったことに感
謝するとともに、交流を深めていきたいと思います。

中 村 邦 彦
なか むら くに ひこ

平成28年4月19日入会

今市きぬRC
株式会社ほけんの金子

代表取締役

入会でき光栄に思います。今後とも末永い
お付き合いお願い申し上げます。

金 子 博 明
かね こ ひろ あき

平成28年4月19日入会

今市きぬRC
西部生コン株式会社

取締役事業部長

よろしくお願いいたします。

福 田 　 康
ふく だ やすし

平成28年4月20日入会

宇都宮南RC
東京海上日動火災保険株式会社
栃木支店次長兼宇都宮支社長

ロータリーの目的に則り皆様との親睦を深
めたく何卒宜しくお願い致します。

桑 田 豊 豪
くわ た とよ たけ

平成28年4月20日入会

宇都宮南RC
株式会社メタルワーカー・エスイーエー

代表取締役

若輩者ではございますが、色々教えてくだ
さい。野球もがんばります。

川 又 俊 治
かわ また しゅん じ

平成28年4月20日入会

高根沢RC
学校法人  高根沢育英会
高根沢第二幼稚園  園長

どうぞよろしくお願いします。

斎 藤 幸 成
さい とう ゆき なり

社会福祉法人まこと福祉会 茂呂保育園
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第2550地区 ３月会員増強・出席報告第2550地区 ３月会員増強・出席報告

分  

区
大 田 原
黒 　 磯
西 那 須 野
黒 　 羽
那 　 須
塩 原
大 田 原 中 央
烏 　 山
氏 　 　 家
矢 　 板
馬 頭 小 川
高 根 沢
宇 都 宮
宇 都 宮 西
宇 都 宮 北
宇 都 宮 9 0
宇 都 宮 陽 北
宇 都 宮 東
宇 都 宮 南
宇 都 宮 陽 東
宇 都 宮 陽 南
宇都宮さつき
真 　 岡
益 　 子
真 岡 西
し も つ け
小 　 山
小 山 南
小 山 東
小 山 北
小 山 中 央
栃 　 木
栃 木 西
壬 　 生
栃 木 南
日 　 光
鹿 　 沼
今 　 市
鹿 沼 東
粟 野 西 方
鹿 沼 中 央
今 市 き ぬ
足 　 利
足 利 東
足 利 西
足利わたらせ
佐 　 野
葛 　 生
田 　 沼
佐 野 東
岩 　 舟
51RC

4 
4 
4 
4 
4 
5 
4 
4 
5 
5 
4 
4 
4 
5 
5 
3 
4 
4 
5 
5 
5 
3 
5 
5 
5 
4 
4 
5 
4 
4 
3 
5 
5 
4 
4 
4 
5 
5 
4 
4 
5 
4 
4 
5 
3 
4 
3 
5 
2 
4 
4 

75.00 
86.40 
88.90 
92.86 
76.92 
77.70 
66.66 
92.84 
77.48 
69.36 
92.50 
91.25 
65.30 
78.57 
78.29 
90.40 
77.86 
94.76 
79.61 
74.30 
90.56 
75.00 
93.22 
91.40 
89.60 
91.70 
95.30 
89.00 
81.30 
91.25 
70.00 
76.10 
87.69 
80.53 
80.50 
77.14 
73.83 
82.09 
86.19 

100.00 
89.00 
96.42 
62.10 
82.38 
84.62 
91.38 
91.33 
90.60 
83.65 
90.66 
84.60 
83.85 

76.02 
93.41 
88.28 
94.39 
75.17 
75.66 
65.89 
89.79 
77.15 
70.79 
93.02 
89.98 
65.59 
82.48 
82.94 
91.52 
80.11 
93.69 
84.30 
77.80 
80.97 
84.72 
94.17 
90.52 
89.51 
93.62 
94.81 
94.01 
87.34 
84.67 
74.34 
77.81 
85.31 
87.28 
87.44 
78.90 
74.61 
82.39 
87.50 
92.92 
86.24 
93.35 
66.89 
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第
３
グ
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ー
プ
B

第
４
グ
ル
ー
プ

クラブ名
出席率 会　員　数例

回
数 今月 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会　員平均 7月1日

第
５
グ
ル
ー
プ

第
９
グ
ル
ー
プ

第
７
グ
ル
ー
プ

第
６
グ
ル
ー
プ

第
８
グ
ル
ー
プ

5月28日㈯
6月11日㈯
6月11日㈯
6月12日㈰
6月12日㈰
6月19日㈰

国際大会　第2550地区栃木ナイト 韓国　ソウル　（コインドル） 
2016年国際ロータリー規定審議会の報告会 宇都宮グランドホテル　　
2016－17年度 My  Rotary勉強会 宇都宮グランドホテル
高校生RYLAセミナー 宇都宮共和大学宇都宮シティキャンパス
一年交換学生修了式 ホテルニューイタヤ
米山2016年度第1回地区委員会 ホテルニューイタヤ
　　米山奨学生卓話研修会

地区内主要行事
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〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F　
TEL03-3433-6456　FAX：03-3459-7506

http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前 10 時～午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

●「ロータリアンの矜持」　藤川享胤　2015　1p　（D.2800 月信）

●「ロータリーの親睦」　松田泰長　2016　1p　（D.2790 月信）

●「親睦の真意は」　櫻木英一郎　2016　1p　（D.2790 月信）

●「“そよ風に 稲田のかおり 山深し”（ロータリーに輝きを）」　久野 薫　2015　1p　（D.2680 月信）

●「ロータリーのバッジはいいバッジである」　塚原房樹　2015　1p （D.2510 月信）

●「いま求められる寛容の精神“Toleration”」　塚原房樹　2016　2p （D.2510 月信）

●「続・国際ロータリーの変質」　新藤信之　2015　20p

●「『クラブ戦略委員会に関するアンケート』回答要約」　村橋義晃　2016　2p  （D.2660 月信）

●「ロータリー創立記念日に纏わる遊び種」　神崎正陳  2010　9P 

ロータリー文庫

「ロータリアンの矜持」「ロータリアンの矜持」

343号343号

文庫通信文庫通信

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先
のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームペ
ージでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。以下資料のご紹介を致します。

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

国際ロータリー第2550地区　ガバナー事務所
〒320-0826  宇都宮市西原町142

宇都宮グランドホテル内
TEL. 028－651－2550　FAX. 028－651－2551

E-mail m2550@agate.plala.or.jp　URL   http://www.rid2550.com/ 

informationインフォメーションインフォメーション




